
2 妻 木晩田追跡に見られる石製管玉の素材獲得技術 (子察)

1 ,じ めに

工打ヽ とついて|ま こ れまでに多くの'14子 によつて'F

■,iわさイiてより 大 きな成中 |に'られている (■村

1066 米 「2000 大 ■ 2001他 )ま た に 猥,(古代

■1ヒセンターカfとこなつたⅢⅢl地■の工作道朗itよび■

llH」|■世断ク,舛成により 山 ほすL娯によチろせ工製作

の枝‖1わ対〕J■かになり,つ いち (井コ編20い4 2いてい)

一方 ■ JIの蜘 立法についてま 大 ■tと に=っ て

大=(4つ の'■ と分"さ れている (大貿2い中1)お■

半Fl肛付技術を訂細に付前した,1究tll,す [ている 一

例として サ」り妊おうお こなつたOⅢ 十1世跡の廿【理F

社術の11枚討 (■〕4120")わ とい |ち11るわ1分 tlに

は用する工'1■ 施 ‖オ十J社法Ⅲ+の 楽材鞭件技術の解

印Jなど 末 だに赳順 チなされていち

=て  な 木1町Wむ 跡ては■1と虫地区第31単 末には斬

の甘■末成11l tはじうとして 」:作のは跡か☆‖まれて

いる 」f格で ま こ 11●りうち甘=理 Fま 'Ⅲこrtを J

て 付 に芸材虻作技術をF十細はこ統吉Fすることによう ナ

末晩「じ世跡にお ,ち■上製作のⅢ徴について迫けたlJ

■七 十 モ製作の研究■まけ人てあるたち 紙 rrの椰

6上 ホrr tは抑2さ せていたた(

2 霊 木暁日道跡世上の石製替玉関連黄料

″木■tm世 断tぃ  こ れまでに3いく分りlF興!下 凹

述i14,11■ している (第1=)こ のうち “ 川ざ11

ちi lfに製ⅢⅢ臣ナ砲認さitてお, そ ″■■れの石材=

とこキ材控14姓術り特徴がある と こでは lFFf!と に

業材坐イ,技術の|1細宮史ていく

をお r fl控 得技 lIの:鋤1こついてま す1■ コ 面

本ルブ (打捕)寺 を辞細に観々し キ 材の打割に正↓

打い rl接 打球 押 F予J疎のいすl■おリコⅢⅢれているか

を1,断した 一 般的に ′ ル`アお■達する副■は 「取費

′ヽンマーに■る1●桜lT寧J ′iルアかあまり発注しない

剖)||「 は■′ヽンマーによる直接f,撃J 本 ルチか|まと

んど見う■す行卓r"ilぃてぁるものは 「間接打坪J 打

面ち価 を名さすに丸みを1'0 ′ ル`チ″あまり発連しと

い剖■ⅢJと 刊配によるものとされる 」さをのf裕 製lF

の経政に_L■= こ のような秘ヽお●ネ材処件仁術を11

町した中t

また 石 材についてはF地 IJ定やi ll鑑定力千本十分て

あるため 内 |にt■4に よ●)て石材A B Cに う欺した

0)石 材Aに “うれる索材距得ま術

i納 ヽ ま /rィ、高Bい の■工に】iはじtu Fll色

てやや配"の 石材てある (第1ぼ ―い 7)と 木叱日

道弥みち =2■ うlJI■している

0ま 洞 ′Ⅲ地■「tl制とは,ち “■した 地 油分削“

法によって成1/=れ た 「d方 “素‖Ⅲち てある t」け

ない関係わら ヽ nに 施‖してF市を,加 し OⅢ Ⅲこに

として●而を分割した後 さ らにA高 に施泄してS而を

分抑したとイえられち

7ま な 1と頭4に ,ら 山■した に 市分割桜とこよっ

て成形された 「ヒ方は主FrJであろ じ 而にlE前してA

“を分制した“ さ らに 商ヽを加出して0前を分ⅢⅢして

いろ 言 うに S而 を施泄してC而 をケ抑しており 化

泄前を正佐 せなすらに方にtrF形している様!, 規`え

る ま た に 前分割きれたいまいす″■も,F晴を砥されて

より 分 m面 をTう にを,レしようとする意田わ」どしられ

る た だし JⅢ l両★jL杜分tlによって形成さ″せてヽち

す コ中‖こよっている■は6と'■ っている

i材 つヽま‖ | い す1■もに前面をに移させち加油分

抑ルとによって「〔方体に武形されておう JI迎 十を■わI

ケr■ 7は で而 ■施社填力̀見られ 「す方fr■tj lを=

らに分1日するヤ田わ!記められる'1辻 ⅢtrrK空されたと

考えⅢⅢる

●lfA 12■ りⅢの出■■,る たち 卜 1,とする 「為

i■ 末材向ち のよhtなど十ビⅢことま不ⅢⅢてある打1

いすれも tt発的に‖iし ている

(2)石材 0にF/られる章材獲得な術

石材Bユ  緑 色張灰岩に'似 した 石 ll Aようにl,

1'い江需“てはすり石材てあち (】1田 1 2 8ヽ

lD チ 木晩m地姉ゎらⅢ,Hか 』上している

1ヽ 2ば十モの火ln品てある

S～ 1lⅢ ■■製作にllttfち剥サ|と■えけれる 8

10(ユ ′ヽルブ (|「靖)″すあまけ4連 してヤチ  ヽこと',

ツクト′ヽンマーによち直接打本による打割てあると刊町

てまる 一 方 01ル(ルプすまとんど設"ら 11ないこと

打点か町1障モあること 打 而の形状″う抑圧コ離と=考

えられないことわら 出 ″打球による打』てうちとIⅢ

できる

1ヽ 2か ら括舟Ⅲさ1■ち 「●柱よ半村Jの 法■ よ 豆 さ
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1～ ●5cn 萌 OSヽ l cn ,ど OS-l m FHt'で ある

とUを まれ Sヽ 11ま n tF状茉材に■り年,い  こ れ

らホ本当に41 ittFに1町迎する方Hこついて“Jlする!必ズ

があるとはわす[る打1兜 批ては石材Bに施前分割技とに

関する工|■よ砲記さitてヽ■f 上 記りように2 PIり■

切による刊■ゆみ力'■ち“ち

(6)石材6に あられる素材接得技術

IFtt Cよ 花 抑山産の碧■に源「lした ,親 とて慶r4

の●ljである (第1回 3～ 5 12～ S)去 木晩口迪

跡"ら よ20■ ■方fHl■しているか そ の年代 よいfit

も小■,1代終"↓りにはちイiを

3t チ 木 崎地と‖上の宙工の比形hて うち

4 5 12ヽ lSは 松 尼"第 31壁 末ttF跡 てHl上

した石材Cの 一材査1,tあ る 4 5ま  官 工の 「ぬi

状茶村1て ある 12ヽ 16ユ  タ ルヽ才わ!全(花 ttせす

打t,コ明旺であろ (写It l)打 面のセllわう押L副 配

てあるとは考えられす 田 レ打事によって刊郁されたと

考え■l■ち 4jに  13ユ 打点に■具水わ!慢夕=“  先

事をな工真(■ け打割されたことわ̀うかる (与=2)問

確打事を加いている'(↓ すれの刑■ti要 刊塵而とす

面の刊離方向か夕ヽラ本ラてぁり す 而を口定|て迎北

お|に副出するような 塩 驚性のある訓片到離慎なて■を

わつたとイえられち ア Ⅲ核台煮料てあるよ 打 “に

移を維り返しなわr■11,コ 践ホとこなわれたことわ十親

え そ のことを取付すている

0～ 6)● 想定=れ る 「■柱■点材|の とIよ  長

=2～ 25m tB05ヽ 1口u Ⅲ さ05ヽ 1田]で 例 え

rr 12ヽ 14 10★  宙 =の に舷nJな=納 と=な り件■

ぃに は tt才1準にようすJ■刊離は 比 較""ヤ う〔良い

とされているう1「 拘忙lltttllJとなり枠ろものは '

体の2割末枯であるⅢl仏 屯m第 31墜 穴住常跡の一括

ま村を見る限, 京 財憲作技術の大珠=t tFじ まちを打

なi、

3 ま とめ

要木暁印世断で1ま 断 ■“とはいえ工作山連す‖力詔

ⅢちⅢ■を 々 ,Ⅲ て 高 田礎
一` 瓶 ′原)L区●‖Jttl‐

て出上したとlF関連辿物り報ttヽ いて ″ 木比FlttPr

J上 の=作 凶池迪7Jについて考要をおこなつている (百

42003)高 山は 弘 ■り練L凝 灰」 (本稿のitt A)
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(こ「fFり切ゆ分十WfH法J力,コいられる 方  Ft質 のぞ=

(本格の石材C)に Ⅲ 「軒り吻リケ抑主法Jう【砧認てき

ないとし 石 材と技法のはに凶とがうなことを示曖して

いる

今回板 JIしたとおり 去 木晩同担跡山■つ管工閥挫ま

14において 石 材と繁財政得t/術の問 こ官接を山わりわ【

あつtこ とⅢⅢJし'(ち ろ さ うに fFfAて 見,H■た

ま材坐作技術 ま人よ (大■ 200い の設定したB,と に

ittB Cり ま材処付技術 =同じくC技 法に比定言れる

と考え,れ るわ■ 細かく覚`と石lf Bとi lrCり米fF空

付技ltrにヽ 述lrわをぁ, c■ 法|まと,に細十分て=る 可能

1■,すいることもlllWした

去木晩田せ跡にま 協 ■時fⅢ Ⅲuゎ らの技術をおした

●材A 直 を打本とH接 打い こよつて打榔した●材B

き|に よ核打喋tよ つて,割 した石材Cク,■者う認ち,

れを 現 在のところ 石 材Aの 五村t「 す●体末材J"'

11発n,こ■●れるのみてある 一 方 石材じ 石 材Cば

水水晩国進期の楽落内てヽ工理lrをヽこと,た IPIを 確

認で=ち わt そ ,■ては●村S Cは どのようなJ係 に,

るのたらう打i

石材じの甘Tか triした布 16水 4加 El査松昭“第97

呼六住■跡Ⅲ Ⅲ■時代在 rr中楽 lヽA楽に付は■チう″■

石材Cの  括 監 1ヽ打【山上した松尾"第 '1軍 人住E期 よ

り先イiする ま た 業 材血作技術の点″うネると 石 材

Bの 本納劇片か=と ソフトタヽン7-に よち直接打雰に

よって刺離まれる 方 て 石 材Cの 斉ll剖片は 二 に田

″打球に■って副摩吉itている こ 2■らから石材B(す

tt打喋 問 ほ打Ht)‐ ill C(田 接打燥)と いう流れ才

想定(こ ろのではないたるうわ

今回1ま 晴 口IJ吊Jれ' らヽ打割に千J用さ1■た工民や他の

道肋とのJ係 =て を考察すること↓̀て言をわった 今後

他辿跡のす
tr4と比張しながう 安 木如口遣跡の石取待玉

の末招逆終工納Fをr3辺他tFとの関係にヽいてどのように

位胆づけること力!てきるのか見てい=た いとHう

ネ稿をとすにあたり 既 報告ま料についても再実コけし

たま料才ある ま た 来 田荒ま氏か,ま張イをご散iを

いただいた 末 守をかう記してrJ諏申し上げます

【i京】
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